第３回「中国を語る会」資料　担当　三木伸哉　佐藤康浩　
　日時　６月２８日（火）午後１時半―４時　場所　中央区民センター
テーマ　「反日行動の原点を探る」
１，反日行動の起きた主な都市、その規模、概要
　　今年４月以降の反日行動　地理的に北の方から

瀋陽（４／１７　約千人、日本領事館に石、ペットボトル、卵投げられる）

北京（４／９　約一万人、国旗焼かれる、大規模なデモ行進）

天津（４／１６　約千人）　
上海（４／１６　数万人、日本領事館に投石、ガラス破壊、日本料理店が十軒以上被害、日本人二人襲われ負傷）

成都（４／２，９　イトーヨカドーのガラス割られる）

杭州（４／１６　約三千人）　　寧波（４／１７　約千人）　長沙（４／１７

二千人）　アモイ（４／１７　約六千人）　広州（４／１０　約二万人）

深シュウ（４／３約二千人、４／１０約一万人、４／１７約一万人以上、日本料理店に投石。日系デパート前で一万人が気勢をあげた）

香港（４／１７　約５千人、）

珠海（４／１７　数百人）
どうしてこの反日デモが起きたのか。

日中の関係がこれほど険悪なったのは、戦後６０年でも例がないのではないか。
問題の本質は、中国がアジアのリーダーの覇権争いのトップに立とうという様相を呈してきたことが、背景にあると思われる。
急激に経済大国になってきた中国、かつて日本はアジアの盟主として不動であったが、中国は２１世紀の初頭から,靖国参拝、歴史教科書問題の歴史の争点ばかりでなく、エネルギー開発競争、西安の留学生破廉恥事件、集団買春問題等々、最近の中国側の日本への問題提起は、明らかに経済大国中国の威信を示し始めた。政治的にも中国が着実にアジアの全域を揺るがしている。いよいよ中華思想の再来である、と私は判断している。

　  
★プラカードの文言
「打倒小日本」「打倒小泉」「抵制日貨」（ボイコット日本製品）「反対入常」

（国連常任理事国入り反対）「打倒日本軍国主義」「小日本」は中華思想の東夷（コビト）の表現。主な表現は上記のもの、他にも沢山あった。
· このデモは明らかに中国の政府が仕組んだものと考えられる

· 紅衛兵さながらの大量動員である。主要な大都市で同時発生的にデモが起き、次々と飛び火したのは、意図的に仕組まれていたと考えざるをえない。
· デモ隊をバスで運ぶ用意をしていた
○　投石しても警官は黙ってみているだけ

· 暴力行為を止めようとしなかったのが、官製デモといわれる所以
· 従来ごく小規模のデモでも官憲は取り締まる。法倫功（５年前の大弾圧）の時は４，５人の集会でも事態を察知した官憲は取り締まり、集会を開かせなかった。その中国政府が大規模なデモを取り締まらないばかりか、組織的にデモを誘発していた、、と思われる。
その後反日デモの被害を、中国は責任を認めると、中国の外務省が発表。
その背景には、中国への国際的な批判、オリンピックを３年後に控え、中国は国際的な批判を聞かざるを得ない立場になってきた。
しかし反日デモの原因は、歴史問題を巡る日本側の態度に問題あるとして、一貫した態度は変わらない。（５／１２北京発）
中国の呉副首相のドタキャン外交

中国各地で激しい反日でもが起きてから約１ヶ月、ぎくしゃくした日中両国の関係を修復するのに絶好の機会と、日本政府も中国の呉副首相の来日を歓迎した。

２００３年以来の中国の要人として、最高のレベルの人物の来日であった。
呉副首相は愛知万博を訪問、経済界の交流行事にも参加、８日間の総仕上げの時、５月２３日に小泉首相との会談が予定されていた。

　その寸前のドタキャンである。町村外相は「お詫びの一言もなかった」と不快感、中国側のウエブサイトには「よくやった」の中国政府を絶賛する書き込みがあったとか。このような現象をどう捉えたらいいのか。
２，日中に関わる中国現代史抜粋
１８４０　アヘン戦争（ヨーロッパ白人列強がこぞって中国、東南アジア進出を始めた。清朝の衰退、中国の衰退はアヘン戦争が引き金）
１８９４　日清戦争の戦勝国日本は、当時の清朝の国家予算の三倍の賠償金を得て、八幡製鉄など富国強兵の礎をつくる

１９０４　日露戦争勃発、中国は中立を宣言

　　　　　日露戦争の旅順における日本軍の大虐殺は、箝口令を敷かれて一切報道されなかった。
１９１２　中華民国成立、孫文

１９１５　日本対華二十一箇条の要求

１９３１　満州事変勃発（瀋陽９．１８記念館「忽忘９．１８」と江沢民が大書）
　　　　　柳条湖事件を口実に日本は戦線を拡大。）
１９３２　上海事変、上海で激しい抗日運動、満州国建国

　　　　　平頂山事件を詠んだ短歌（２００５、６，５に道新日曜版）

　　　　　機関銃を黒布に覆い写真撮ると村人集め惨劇始めし

１９３４　中共紅軍　長征を開始

１９３７　廬溝橋事件、日中戦争始まる、
　　　　南京大虐殺１２月から首都南京を占拠、東京裁判では、中国側では
　　　　　４３万人の死者と主張したが、中国人の死者の実数は定かではない。
　　　　　上海第２次　華北侵攻８年に及ぶ日中戦争の開始、
　　　　　３７年から抗日統一戦線による日本軍への抗戦

１９４０　１２，８ハワイ真珠湾攻撃、太平洋戦争の開始
１９４５　日本の敗戦
１９４９　新しい中国の建設、（共産党による全国統一で革命に成功
３，日清戦争以降の満州で得たさまざまな権益
1， 遼東半島のほとんど全部を清国から借り受け自由に使える権利を得た

2， 南満州鉄道の敷設　新京（長春）から旅順までの経営権

3， 安東から奉天（瀋陽）までの経営権

4， 鉱山と森林の伐採権も得る

5， 日本人が自由に満州に出入りして住んでいい居住権と商工権

鉄道を護るために軍隊を置く、当初１万人であったが７０万の関東軍となった。

関東州の旅順や大連に司令部を置いたので関東軍と呼ばれた。

満州の資源を求めて多くの日本人が入植したが、石油は皆無、鉄、石炭はあった。
英米の依存度から脱却して、日本帝国としての世界の一流国としての自覚を持つに到る。

明治のはじめから移民政策が採られ、昭和になって激増した。

その人口流入先として、満州への移民政策がとられた。主として農家の二、三男、食い詰めて一旗揚げようとする人たち、弾圧で日本にはいられなくなったコミュニスト、社会主義者などなど。
満州に渡った日本人は、蒙古人、満州人、朝鮮人が開拓していた土地を強制的に奪ったり、買いたたく等で土地を得ていった。

昭和１１年広田弘毅内閣の時、二〇年間百万戸移住計画をたてたが、実現はしていない。

清国の終わりの頃から、日本に留学し学んでいた清国の知識人や若い軍人が多かった。孫文、蒋介石はその代表であろう。

戦意を高揚させる軍歌の数々　ＮＨＫ国民歌謡から軍歌へ

「進軍の歌」　　雲わき上がるこの朝、旭日の下敢然と

「露営の歌」　　勝ってくるぞと勇ましく、誓って家を出たからにゃ

「愛馬行進曲」　国を出てから幾月ぞ、ともに死ぬ気でこの馬と

「空の勇姿」　　恩賜の煙草をいただいて、明日は死ぬぞと決めた夜は

「麦と兵隊」　　徐州徐州と人馬が進む

「暁に祈る」　　あああの顔で、あの声で手柄頼むと妻や子が、

「日の丸行進曲」母の背中にも小さき手で

「愛国行進曲」　見よ東海の空あけて、

「海ゆかば」　海ゆかばみづくかばね

このような歌の数々で、戦場に散った日本兵は３００万人以上、それ以上のアジアの民は亡くなった
４，反日教育の実態

中国でどのような反日教育が行われているか、世界の教科書シリーズを元に、教科書の記述の仕方を調べてみた。
世界の教科書シリーズ②　中国の小学校の歴史教科書から抜粋（原文を日本語に書き直した文章）（★は三木の記述）
抗日戦争の勃発（教科書の記述内容）
全国の抗日救亡のたかまり

長い間、日本帝国主義はずっと中国にたいして野心を抱いており、まず中国の東北を占領し、それからさらに、しだいに全中国を併呑して、中国をその植民地に変えてしまおうと企てていた。
　１９３１年９月１８日、日本侵略軍は中国東北部を攻撃し、瀋陽を砲撃した。当時、蒋介石は紅軍の「包囲せん滅」に全力をあげていて、「外敵を撃退するにはまず国内を安定する必要がある」という政策を堅持しており、中国東北軍に「絶対抵抗しない」ように命令した。

　こうして、中国東北三省は日本帝国主義に蹂躙され滅亡した。

　（★この教科書のページに日本軍が攻撃している写真が掲載されている）

その後、日本帝国主義はさらに中国の華北の広大な土地を侵略し。北平（北京）、天津を脅かした。
「読んでみよう」というコラム記事が書かれている。

	中国の東北が陥落すると、多くの民衆が日本侵略者の蹂躙に耐えきれずに、関内

（万里の長城の山海関以西の内地）に逃げ込んだ。

歌曲（松花江のほとり）は彼らの悲しみを憤る心情を歌い、また全国人民の抗日

救亡の闘志をかきたてて、当時広く伝えられた。この歌詞は次の通りである。

私の家は東北の松花江のほとり　　　そこには森と探鉱があり
そしてあの山に満ち、野に広がる大豆とコーリャンがある。

私の家は東北の松花江のほとり、そこにはわたしの兄弟がいて、

そしてあの年老いた父母がいる。「九一八、九一八」あの悲惨な時から

私の故郷を離れ、あの無尽の宝庫を投げ捨てた。

流浪して、流浪して、一日中関内を流浪する。

何年、何月に私のあの愛する故郷に帰れるのか。

何年、何月にあの無尽の宝庫を取り戻せるのか。

父母よ、父母よ、いつになったら一つ屋根の下に楽しく集えるのか




中華人民は生きるか死ぬかの瀬戸際に立っていた。中国共産党は全国抗日民族統一戦線樹立の主張を提出し、国民党政府に内戦を停止して、一致して外敵に当たることを要求した。全国人民は抗日救亡のあらたな高まりを引き起こした。
（一部割愛）

廬溝橋事変（教科書の記述内容）
　１９３７年春以降、日本帝国主義は我が国への侵略を強め、北平（北京）と天津地区で軍隊を増派し、軍備を拡張した。そのすぐ後にさらに廬溝橋地区で、さらに挑発的な軍事演習を行った。廬溝橋は北平の西南の永定河にあり、そばには
平漢線につながる鉄橋がある。

　当時日本侵略軍は三方から北平を包囲しており、廬溝橋だけが北平と外界をつなぐ通路だった。

　この年の７月７日の夜、日本側は日本軍の演習に参加した一名の兵士が失踪したと嘘を言って、廬溝橋の東の宛平県城内に入って捜索することを要求した。

この不当な要求は、中国駐屯所に断固として拒絶された。
日本軍は口実を設けて大軍を集め、横暴にも宛平県城内を攻撃した。

　その日はちょうど大雨が降っていた。中国守備軍を攻撃した。中国守備軍の二九軍の将兵は堪忍袋の緒が切れて、奮起して反撃した。

　その日はちょうど雨が降っていて、永定河の水は激しくわきあがり、抗日将兵の闘志は高ぶった。

応援に駆けつけた中国軍は、宛平駐屯軍と互いに協力して、廬溝橋で日本軍と激激戦し、侵犯してきた全部の敵軍をせん滅した。これが廬溝橋事変である。
　これから、日本帝国主義は大規模な中国侵略戦争を起こし、我が国は全民族の抗日戦争を始めた。
第７課　抗日戦争の勝利（教科書の記述内容）
＜義勇軍行進曲＞はかつての中国人民が日本侵略者にたいして戦闘を行うように激励した。新中国が誕生したときに国歌となった。あなたはこの歌を歌えるだろうか。

　抗日戦争に直面したときの情勢は、敵が強く味方は弱かった、日本帝国主義は工業が比較的発達し、軍事力がはるかに中国に勝っていることをたのんで、傲慢にも速戦速決して、３ヶ月以内に中国を滅ぼそうと企てた。中国人民は屈服することなく、強敵にたいして、奮起して抗戦した。

日本軍は至る所で人民を惨殺し、財産を略奪し、婦女を強姦し、家屋を焼き払った。

　１９３７年８月１３日、日本軍は上海を大規模に攻撃し、中国軍は奮起して抵抗した。国民政府は前後して４０万余の軍隊を集中して参戦し、３ヶ月の激戦によって日本侵略軍に甚大な損害を与えた。
　その後、日本軍は南京を占領して、残忍非道の南京大虐殺を行った。

読んでみよう（教科書に載っているコラム記事）

日本軍は南京を占領すると、なんと公然と５週間にもわたる血なまぐさい大虐殺を行った。日本侵略軍は中国の兵士と人民を縛り上げ、機銃掃射し、生き埋めにさえし、さらに南京城内で人を殺して楽しみ、殺人競争を行った。

南京大虐殺では、３０万余の中国人民が無惨に殺戮された。日本侵略軍は中国で極悪非道の罪を犯した。

（★以上のような教科書の記述があり、そのページには南京の青年が日本軍によって首を切り落とされる写真が載っている）
高等学校の歴史教科書（以下すべて教科書の記述内容）
★明石書店の世界の教科書シリーズから中国の高等学校の歴史教科書を調べた。
８８７Ｐもの歴史教科書のうち、「中華人民の抗日戦争は３１Ｐに亘る」

その膨大な内容をここに詳述できないので反日を煽るような記述を抄出してみた。

まず写真の掲載では、

中国の民衆の財産を奪っている日本兵、（家畜を持ち運ぶ写真）

日本軍が被占領区から略奪した大量の物資を運んでいる、（日本兵の写真）
日本が被占領区（満州）で奴隷化教育を推進する、（子どもたちの学習風景写真）
· 下線の部分は教科書に記述されている文言

奴隷化教育の推進の記述から

日本と傀儡政権は東北の被占領地区で、「中日親善」「共存共栄」「大東亜新秩序」

の、すべてでたらめな理論を基本的な内容として、順民に養成しよう企画した。
○日本語は必修　　○中国地図は掲げられない　　○中華のことばは使えない

日本侵略軍はこうすることによって、中国人民の民族意識と反抗の意識を消耗させ，同化政策を実現しようとした。
社会教育方面では、日本と傀儡は新聞雑誌、書籍とラジオ放送のメディアを通して奴隷化宣伝と反共宣伝をして、大衆を欺いた。

　人民が進歩的な書籍を読むことを許さず、見つけだすとすぐに、思想犯として処罰した。

· 中華と言う言葉が随所に用いられている。もちろん中華思想を植え付けるための方法であろう。

５，私の見た日中戦争に関わる記念館

１，廬溝橋事件（１９３７，７，７）記念館

２，９．１８記念館（１９３１，９，１８）満州事変勃発
３，南京大屠殺紀年館（１９３２，１２）首都南京での大虐殺
６，討論　小泉首相の靖国神社参拝をどう考えるか
靖国参拝の背後にある歴史的背景、
明治２年　東京招魂社として建てられた（詳細は下記の資料参照）
明治１２年６月　靖国神社と改称

昭和２０年８月１５日　日本の敗戦　（終戦まで軍部が管理していた）
昭和２３年１２月　ＧＨＱの指令　靖国は宗教法人となる
昭和２３年１１，１２，東京裁判判決
昭和４７年　日中国交回復時の談話

昭和５０，８，１５、三木首相私的参拝

昭和５３、１０，Ａ級戦犯１４人を合祀（既にＢ、Ｃ級戦犯は合祀されていた）
　　　　　　（さまざまな戦争の戦没者２５０万人が祀られている）

（戦役にあった人は、氏名、軍役の階級、出身地、亡くなった場所を明記）
昭和６０，８，１５　中曽根首相公式参拝、近隣諸国から猛反発
平成７年　　　村山談話（謝罪）以降、その後中国との関係は比較的良好。
平成　８、７，２９　橋本首相参拝

　　１３，８，１３　小泉首相参拝（自らの政治的信念として参拝だという）
　　１４，４，２１　小泉首相参拝

　　１５，１，１４　小泉首相参拝

１６，１．　１　小泉首相参拝　

　　　　（自民党の強固な支持団体である日本遺族会、神道団体には受けがいい）
１７，６，１１，遺族会会長の古賀氏、小泉首相に中国韓国に配慮するよう

申し入れを行った。　　　　

（資料）

靖国神社　　東京都千代田区九段坂上にある神社。1869年(明治2)に戊辰戦争での戦死者を慰霊するためにたてられた東京招魂社にはじまる。のちに幕末のペリー浦賀来航(1853)以来の政争や内戦で死亡した「国事殉難者」をあわせまつり、西南戦争(1877)以降は外国との戦争での戦死者も祭神とする神社として、79年に靖国神社と改称した。西郷は祀られていない。
天皇が親拝する特別な神社とされ、一般の神社が内務省の管轄であるのに対して、はじめは同省と陸軍省、海軍省の3省が、のち陸・海軍2省が管轄した。運営の主導権は財政をになった陸軍省にあった。対外戦争のたびに戦死者がまつられたが、その構図は、天皇のために忠死すると神になり、現人神である天皇の礼拝という栄誉をうけるものであり、天皇崇拝と軍国主義の普及、徹底に大きな役割をはたした。

一方、遺族にとっては「靖国の神」となることによって心が癒(いや)されるという面もあり、誇りとする遺族も多かった。祭神数は246万6000余柱で、ほとんどは1931年(昭和6)にはじまる満州事変から、日中戦争、太平洋戦争における戦死者である。

太平洋戦争後は、政教分離により国家との関係を断って宗教法人となった。しかし、国家のために戦死した人を国家が慰霊してほしい、という遺族の願いを背景に、靖国神社法案が国会に提出されたり、首相が公式参拝するなど、靖国神社の国家管理化をはかる動きがある。それに対し、国会議員や公務員が、みずからの肩書をもって公式に参拝するのは、政治と宗教の分離をさだめた憲法に違反するという批判があり、思想・良心の自由や信教の自由にかかわる重大な問題としてマスコミなどで大きくとりあげられた。また日本に侵略された歴史をもつ中国などアジア各国の反発も強く、国内外でさまざまな議論がおきている。

A級戦犯（えいきゅうせんぱん)とは、極東国際軍事裁判所条例の

五条の（イ）に定義された「平和ニ対スル罪 即チ、宣戦ヲ布告セル又ハ布告セザル侵略戦争、若ハ国際法、条約、協定又ハ誓約ニ違反セル戦争ノ計画、準備、開始、又ハ遂行、若ハ右諸行為ノ何レカヲ達成スル為メノ共通ノ計画又ハ共同謀議ヘノ参加。」を犯したとして、極東国際軍事裁判によって有罪判決を受け、戦争犯罪人とされた人々を指す。

極東国際軍事裁判に起訴されたA級戦犯

	· 荒木貞夫 

· 板垣征四郎 

· 梅津美治郎 

· 大川周明 

· 大島浩 

· 岡敬純 
· 賀屋興宣 
	· 木戸幸一 

· 木村兵太郎 

· 小磯国昭 

· 佐藤賢了 

· 重光葵 

· 嶋田繁太郎 

· 白鳥敏夫 
	· 鈴木貞一 

· 東郷茂徳 

· 東條英機 

· 土肥原賢二 

· 永野修身 

· 橋本欣五郎 

· 畑俊六 
	· 平沼騏一郎 

· 広田弘毅 

· 星野直樹 

· 松井石根 

· 松岡洋右 

· 南次郎 

· 武藤章 


A級戦犯として訴追された者は上記の28名で、うち大川周明 は精神異常が認められ訴追免除となり、永野修身と松岡洋右は判決前に病死しているため、A級戦犯として判決をうけた者は25名となっている。

訴追された28名のうち、靖国神社が昭和時代の受難者として合祀しているのは以下の14名である。

○死刑判決により絞首刑 

東條英機　板垣征四郎　木村兵太郎　土肥原賢二　松井石根　武藤章　広田弘毅
○終身刑により服役中に獄中で死亡 

梅津美治郎　小磯国昭　平沼騏一郎　白鳥敏夫禁固
○20年により服役中に獄中で死亡 　　　東郷茂徳
○その他、判決前に病のため病院にて死亡 　　永野修身　松岡洋右
裁判を免れたA級戦犯被指定者

	· 岸信介（不起訴により釈放） 

· 児玉誉士夫（不起訴により釈放） 

· 近衛文麿（自殺） 
	· 笹川良一（不起訴により釈放） 

· 正力松太郎（不起訴により釈放） 

· 本庄繁（自殺） 


名誉の回復について

1952年（昭和27年）4月28日サンフランシスコ平和条約発効

第11条（戦争犯罪） 

日本国は、極東国際軍事裁判所並びに日本国内及び国外の他の連合国戦争犯罪法廷の裁判を受諾し、且つ、日本国で拘禁されている日本国民にこれらの法廷が課した刑を執行するものとする。これらの拘禁されている者を赦免し、減刑し、及び仮出獄させる権限は、各事件について刑を課した１又は２以上の政府の決定及び日本国の勧告に基くの外、行使することができない。極東国際軍事裁判所が刑を宣告した者については、この権限は、裁判所に代表者を出した政府の過半数の決定及び日本国の勧告に基くの外、行使することができない。 

戦犯の国内での扱いに関して、それまで極東国際軍事裁判などで戦犯とされた者は国内法上の受刑者と同等に扱われており、遺族年金や恩給の対象とされていなかったが、1952年（昭和27年）5月1日、木村篤太郎法務総裁から戦犯の国内法上の解釈についての変更が通達され、戦犯拘禁中の死者はすべて「公務死」として、戦犯逮捕者は「抑留又は逮捕された者」として取り扱われる事となった。これにより1952年(昭和27年)4月施行された「戦傷病者戦没者遺族等援護法」も一部改正され、戦犯としての拘留逮捕者について｢被拘禁者｣として扱い、当該拘禁中に死亡した場合はその遺族に扶助料を支給する事になった。戦犯刑死を一般に法務死と呼ぶことも多い。

1952年（昭和27年）6月9日「戦犯在所者の釈放等に関する決議」、1952年（昭和27年）12月9日「戦争犯罪による受刑者の釈放等に関する決議」、そして戦犯赦免釈放を求める国民運動は加熱し署名数は4,000万を数えたと言われる。これを受けて1953年（昭和28年）8月3日「戦争犯罪による受刑者の赦免に関する決議」が全会一致で可決された。、そして「恩給改正法」では受刑者本人の恩給支給期間に拘禁期間を通算すると規定され、1955年（昭和30年）には「戦争受刑者の即時釈放要請に関する決議」がされた。そして国際的にも、サンフランシスコ講和条約第１１条の手続きにもとづき関係11ヶ国の同意を得て、A級戦犯は昭和３１年に、ＢＣ級戦犯は昭和３３年までに赦免し釈放された。

Ａ級戦犯として有罪判決を受け禁固七年とされた重光葵元外相は釈放後、鳩山内閣の副総理・外相となり国際舞台でも活躍した功績で勲一等を授与され、終身刑とされた賀屋興宣元蔵相は池田内閣の法相を務めた。またＡ級戦犯の容疑者の岸信介は内閣総理大臣になるなど大きな功績を残した。

これら事実から国内法上も実績上も戦犯裁判による刑死者等は実質上名誉回復されている事になる。が、政府としての公式表明で名誉回復について言及していないことや、単に過去の連合国による東京裁判で有罪判決を受けた事実は消えない事から名誉回復は認められないと主張する人物もいる。実質上名誉回復されているものに対して議論の場で「それは認められない」とする事には、偏向した政治的意図が背景にある事も多く見受けられる。

問題点

１，戦勝国が戦いに負けた日本を、このように見せしめのため東京裁判で断を下したが、ベトナムでの敗戦国アメリカは裁判にかけられたか、
イラク、パキスタンでの戦闘行為についても同様ではないか。
２，アジア諸国との歴史問題を解決しなければ、日本が真にアジアのリーダーと　はなれない。

３，靖国問題で、中国は自分たちのほうが道徳的に正しいと主張していることが、アジアの諸国に同調されている。日本は守勢に回らざるを得ない。
４，日本は中国の経済発展の影響で経済も回復してきている。両国の関係のみならず、アジア全体を視座にいれて行動しなければ、日本の明日はない。
以上約一ヶ月に亘り、中央図書館での関係図書の閲覧、６月７月の総合雑誌の閲覧などを基にしてこの資料を作成しました。２００５，６，１５（三木）
